








要約:HBV 母子感染予防は昭和 61 年より制度化された。静岡県では制度化以前からの予防

の経験をふまえて,生後 3 年目までの追跡をふくめた独自の方式によりこれを実施してき

た。開始より 5 年間で 433 例の対象例があり,409 例(94.5%)のキャリア化阻止に成功して

いる。このキャリア化阻止率は緻密な実施方法により達成されたものであると考えている。

一方小児のHBV感染率の減少をモニターし,県域におけるHBV母子感染予防効果を知る目的

で,小児,学童の血清疫学的調査を同時に開始し、その成績をまとめたので併せて報告する。 


